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従
来
、
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
女
性
は
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
き
ら
め
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
女
性
を
苦
し
め
て
き
た
か

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
数
十
年
の
間
に
こ
の
よ
う
な
症
状
、
い
わ
ゆ
る
「
不

育
症
」
の
研
究
は
発
展
を
遂
げ
、
現
在
日
本
で
は
適
切
な
検
査
と
治
療

を
受
け
れ
ば
、
高
い
確
率
で
無
事
に
出
産
ま
で
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
２
０
年
～
２
２
年
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
も
と
不
育
症
研
究
班

が
発
足
し
、
日
本
で
不
育
症
の
研
究
に
携
わ
る
専
門
家
の
統
一
し
た
見

解
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
不
育
症
の
特
定
原
因
に
対
す
る
治
療
が
保
険
適
用

に
な
り
、
多
く
の
相
談
窓
口
が
各
都
道
府
県
に
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
治
療
に
対
し
助
成
金
を
出
す
自
治
体
も
増
え
、
不
育
症
に
対
す
る

社
会
か
ら
の
理
解
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
冊
子
は
不
育
症
を
ご
存
じ
な
い
方
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
不

育
症
の
医
学
的
側
面
と
不
育
症
患
者
の
思
い
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
不
育
症
を
取
り
巻
く
悲
し
み
を

少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。 

は
じ
め
に 

不
育
症
そ
だ
っ
て
ね
っ
と 

代
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不育症とは（医療情報） 

Ｑ＆Ａ（カラダのこと） 

体験談 

Ｑ＆Ａ（ココロのこと） 

流産・死産を経験された方へ（臨床心理士の先生より） 

不育症医療機関・相談窓口一覧 

みんなの声（不育症そだってねっと会員アンケートより） 
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不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 

1 不育症とは  
２回以上の流産、死産、あるいは、早期新生児死亡（生後１週間以内の赤ちゃんの死亡）が

ある場合を不育症と定義します。また１人目がいる場合でも、２人目、３人目が続けて流産や

死産になった際、続発性不育症として検査をし、治療を行う場合があります。 

厚生労働省不育症研究班*によると、２回以上の流産を経験している人は 

妊娠した女性の中で約４．２％います。つまり２４人に１人は２回以上流産を

経験している計算になります。 

*厚生労働省不育症研究班―平成２０～２２年度に不育症専門医が集まり、 

厚生労働省からの補助金を用いて不育症の研究や調査を行いました。 

ただし、治療成績はおおむね良好です。あきらめずに、まずは相談を。 

右の表は、不育症患者の次回

妊娠成功率を示しています。過

去に３回までの流産であれば

80％以上、５回の流産でも約

56％の方が、次の妊娠で子ども

を持つことができています。 

 

決して悲観的にならずに、専門

の医療機関を受診し、検査・治

療を受けることが大切です。 

●内分泌検査 

甲状腺ホルモンの異常や糖尿病の有無を検査します。 

●夫婦染色体検査  

夫婦で染色体に異常がないかどうか調べます。 

●抗リン脂質抗体検査 

血栓や流産のリスクとなる 

抗リン脂質抗体を調べます。 

●血栓性素因スクリーニング 

血液の凝固因子について検査します。 

血液検査 

●子宮形態検査 

超音波などによる検査

で、子宮の形に異常がな

いかどうかを診断します。 

画像診断 

次回妊娠成功率 

２回 
（405人中 324人） 

３回 
（296人中239人） 

４回 
（100 人中 65 人） 

５回 
（34人中 20人） 

流産回数 

80

％ 

80.7 

％ 65 

％ 55.8 

％ 

2 主な検査 

主に、子宮の形をエックス線、MRI や超音波で調べる画像診断と、女性

の病気の有無、夫婦の染色体などについて調べる血液検査があります。

検査の内容は医療機関によって異なります。 

参照データ：厚生労働省不育症研究班 HP（http://fuiku.jp) 
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3 不育症の主な原因とその治療 

治 療 法 

不育症患者の中で一番よく見かける中隔子宮

の場合は、仕切りを切除する手術を行うことも

あります。ただ、形に異常があっても必ず流産

するというわけではないので、治療をしないで

妊娠にトライしていくという選択肢もあります。 

内分泌科や内科の先生に協力してもらい、薬

を服用してホルモンの値や血糖値を管理した

上で妊娠にのぞみます。 

染色体は持って生まれたものなので、治療す

ることはできませんが、染色体異常があっても

子どもを出産している方は多くいます。 

専門の医療機関を受診して遺伝カウンセリン

グを受けるなど、信頼できる先生にじっくり相談

しましょう。 

血栓の予防として低用量アスピリン*１を服用。

症状の度合いにより、妊娠判明後、ヘパリン*２

の自己注射を行うこともあります。 

子宮の形が悪い

場合に、受精卵が

着床しても妊娠の

継続ができなくな

ることがあります。 

 

原 因 

甲状腺ホルモンに異常が

ある場合や、糖尿病患者

は流産率が高いとされて

います。 

夫婦どちらかの染色体にもともと異常があるた

めに、受精卵の染色体異常が増え、流産にな

ることがあります。 

抗リン脂質抗体とは、免疫のバランスが崩れ

て作られる自己抗体のひとつ。これがあると胎

盤に血栓ができ、胎児に酸素・栄養が行かな

くなり、流産となってしまいます。 

また、血液の凝固に関わる体内のたんぱく質

（プロテインＳ、プロテインＣ、第１２因子など）の

欠乏も、血栓を作りやすくする要因となります。 

 

甲
状
腺
な
ど
の 

内
分
泌
疾
患 

夫
婦
染
色
体
異
常 

子
宮
形
態
異
常 

抗
リ
ン
脂
質
抗
体
陽
性
・
血
液
凝
固
異
常 

 

自己注射は入院もしくは外来で、教育を受けて

から行います。 

※２０１２年１月からこの自己注射が保険

で認められました。対象となる人は抗リン

脂質抗体陽性、プロテインＳ、プロテイン

Ｃ欠乏症などがあり、なおかつ重症な血栓

症のリスクのある方です。 

*１ 低用量アスピリン 

血栓を防ぐ内服薬。 

１日１錠服用します。 

*２ ヘパリン 

血栓を防ぐ自己注射薬。 

朝・晩１２時間毎に注射します。 

胎盤 

臍帯 

血栓 

抗
リ
ン
脂
質

抗
体 

▲（例）中隔子宮：血流に問題が起きやすい 

（正常） 

▲染色体の一部が別の染色体の一部と入れ替わる 

甲状腺 
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平均 15% 

4 

5 先生からのメッセージ 

 監修していただいた 

～異常なしの人の次回妊娠成功率～ 

不育症の 
リスク別頻度 

（％） 

検査異常の割合 
下の円グラフは不育症患者の検査結果割合をあらわしたものです。 
 

検査異常なしと診断された方の

多くは原因不明ではなく、たまたま

胎児側の染色体異常による流産

を繰り返した人と考えられます。 

流産は妊娠全体の平均約１５％

の頻度で起こると言われており、

流産率は女性の年齢とともに増加

します。 

■検査異常なしとは？ 

※流産回数２回以上の場合 

抗リン脂質 

抗体陽性 10.2% 

抗ＰＥ抗体 

22.6% 

検査異常 

なし 

42.7% 

■染色体異常 4.6% 
 

■甲状腺異常 6.8% 

 

■子宮形態異常 7.8% 
 

■第１２因子欠乏 7.2% 

■プロテインＳ欠乏 7.4% 

■プロテインＣ欠乏 0.2% 

カウンセリングを 

受けた人 
カウンセリングを 

受けていない人 

57% 

こうした原因の有無にかかわらず、不安やストレス 

などを緩和する心のケアは重要です！ 

 

79% 

～女性の年齢と流産率～ 

35才 

 20% 

 

 

40% 

50% 

40才 

42才 

流産は、決して稀な出来事ではありません。妊娠した事

のある全女性のうち、約４０％は１回以上の流産を経験して

います。２回流産の経験者は約４％、３回流産の経験者は

約０.８％の頻度でいます。何も異常がなくても、運悪く流産

を繰り返してしまう人も多いのです。 

さらに近年の結婚、妊娠年齢の高齢化に伴い、流産は

増加の傾向にありますし、妊娠検査薬が市販されるように

なり今までは分からなかった初期流産が分かってしまうよう

になった、ということもあります。 

 私が不育症を専門にしたのは１９８８年ですが、当時は超

音波検査もまだなく、妊娠検査薬も市販されていない時代

でした。不育症の原因もほとんど分からず、原因不明の難

病とされていました。しかしながら、その後の医学の進歩は

目覚ましいものがあり、今では多くの原因が解明され、治療

が開発されました。 

当院では、不育症検査で４分の３の人に何らかのリスク 

ファクターが見出され、残りの４分の１の人は、原因不明で

はなく異常なしと診断しています。異常があれば治療をし、

異常がなければ無治療で次回妊娠に臨んで頂きますが、

次回妊娠の成功率はどちらも約８０％もあります。女性は誰

でも１５％は流産すると考えると、８０％という数字は非常に

高いと 

 私たち日本の不育症専門医は昔から非常に結束が強く、

研究業績は欧米をリードしてきました。２００８年には皆で協

力して厚生労働省不育症研究班を立ち上げ、３年間にわ

たって不育症の研究、全国調査を行い、多くの知見を得る

高いと思います。 

私たち日本の不育症専門医は昔から非常に結束が強

く、研究業績は欧米をリードしてきました。２００８年には皆で

協力して厚生労働省不育症研究班を立ち上げ、３年間に

わたって不育症の研究、全国調査を行い、多くの知見を得

ることができました。全国の不育症診療の質を上げ、どこで

も標準的な診療が受けられる様に提言をまとめ、発表しまし

た。 

ぜひこの研究班の HP (http://fuiku.jp/) を参考にし、信

頼できる専門医のもとでエビデンス（医学的根拠）にもとづい

た診療を受けてください。今では不育症は原因不明の難病

ではないのです。 

 

 

 
杉ウイメンズクリニック院長。 

１９８５年慶應義塾大学医学部卒業。アメリ

カ、メソジスト生殖移植免疫センター主任研究

員、東海大学医学部産婦人科准教授などを

歴任。抗ＰＥ抗体、抗第１２因子抗体などを発

見し、２００９年新横浜で日本初の不育症専

門クリニック、研究所開院。日本生殖医学会

生殖医療専門医。医学博士。 

杉 俊隆先生 

とし たか 

 

厚生労働省不育症研究班 HP（http://fuiku.jp)より 
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症 ～
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先生、 
教えて！ 

流産はどのくらいの確率
で起こるのですか？ 

平均１５％の割合で起きます（１０人に１～２人は流

産する計算です）。２回連続して流産する人の確率

は約４％です。３回流産する人の確率は約０.８％で

す。日本では、毎年約３万人が不育症を発症して

いると報告されています。 

２回あるいは３回以上と医師によって意見が分かれ

るところですが、２０代の方が流産を２回以上繰り返

してしまった場合はすぐに検査をすることをおすすめ

します。また、胎児に問題が見つかっていなかった

のに妊娠１０週以降の流産、あるいは死産を１回で

も経験された方は、その時点で不育症の検査をお

勧めします。 

流産を何回繰り返したら
検査に行くべきですか？  

不育症になったのは、生
まれつきの体質？それと
も何かの病気が原因？ 

多くの原因は、生まれつきの体質と、環境因子の組

み合わせで起こります。例えば、子宮形態異常や染

色体異常などは生まれつきのものですし、抗リン脂

質抗体などの免疫異常や甲状腺疾患などの内分

泌異常は、環境因子（年齢、妊娠、分娩など）と体

質の相乗作用で発症します。小さい頃の病気など

は、関係ありません。 

不育症の原因はいろいろありますが、１００％流産を

引き起こす様な強力な原因はありません。そこで、

原因とは言わず、リスクファクター（危険因子）という

言い方をします。したがって、１人目は、たまたま流

産をすり抜けて産まれて来る事ができたのかも知れ

ません。 

もう１つの可能性は、１人目の妊娠、分娩が引き金

になり、抗リン脂質抗体などの不育症の原因が出来

てしまう事もよくあります。したがって、１人産んだ実

績があるからと言って、不育症の検査を受ける必要

が無いという考えは誤りです。 

1 人目は普通に産めたの
になぜ２人目から不育症
になったのでしょうか？ 
 

お答えいただいた先生 

杉ウイメンズクリニック 

杉 俊隆先生 

 
不育症でも赤ちゃん

を産めますか？ 

 適切な検査と適切な 

治療を受ければ、約 80％

以上の確率で赤ちゃんを 

抱くことができます。 
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1 
Q 

2 
Q 

3 
Q 

4 
Q 
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妊娠中は、普段の６倍血栓のリスクが高まりますの

で、多くの方は妊娠中のみ血栓に気をつければ大

丈夫です。ただし、一部の抗リン脂質抗体症候群の

方は、リウマチ膠原病内科などで定期的に診察を

受けた方がいいと思います。血栓症（心筋梗塞、狭

心症、脳血栓、脳梗塞、深部静脈血栓など）の既

往のある方は、循環器科、血管外科などで治療を

続行する必要があります。流産以外に血栓症など

の既往のないその他の方も、一般の人に比べて血

栓ができやすい体質と自覚し、健康診断などの機

会があったら検査をした方がよいでしょう。 

胎盤に血栓ができたこと
が流産の原因と言われま
した。出産後も血栓の 

治療をしていく必要はあります
か？治療を受ける場合、何科に受
診すればよいのでしょうか？ 

ほとんどの不育症の原因は遺伝しませんが、例外と

して染色体転座は、５０％の確率で子どもに遺伝し

ます。それ以外の原因は直接遺伝することはありま

せんが、脳卒中や心筋梗塞の家系があるように、あ

る程度似た体質は子どもに受け継がれるかもしれま

せん。体質に環境因子が加わると発症する事もあり

ます。遺伝的には全く同じである一卵性の双子の姉

妹でも、１人が不育症で、もう１人は不育症ではな

いという事もあります。 

治療をして出産しました
が、赤ちゃんに不育症は
遺伝しますか？また自分 

の姉や妹が不育症である可能性
はありますか？ 

不
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検査を受けて、結果が異
常なしだった場合はどう
なりますか？ 

原因不明の中にもいろいろ種類があります。流産が

偶然重なった場合もこの中に入っており、こうした人

は、何の治療もせずに次の妊娠にトライした場合の

妊娠成功率も極めて良好です。多くの異常なしの

人はこのグループに入ります。その他の方は、過去

の流産状況、既往歴や家族の既往歴など総合して

治療方針を決める事もあります。ただし、エビデンス

（医学的に実証された根拠）の無い治療は安易に

するべきではありませんので、十分なインフォームド

コンセントが必要です。 

5 
Q 

母体、赤ちゃんに対して大きな副作用は報告され

ていません。アスピリンはアレルギーがあると飲めま

せんが、それ以外は大きな副作用の報告はありま

せん。ヘパリンは血小板減少症という重い副作用

が、治療を開始して１～２週間以内にごく稀に起き

る事がありますので、開始して数週間は血小板数を

チェックします。 

また、肝機能検査が一時的に悪くなる副作用もある

ので、ヘパリンを使いはじめて数週間は肝機能をチ

ェックしていきますが、問題になる事はほとんどあり

ません。少ない量のアスピリンは赤ちゃんに影響す

ることはありませんし、ヘパリンも胎盤を通さないの

で、赤ちゃんへの影響はありません。 

アスピリンやヘパリンに
副作用はありますか？ 
お腹の赤ちゃんへの影響
も心配です。 
 

6 
Q 

不育症の治療を受けてい
る病院に分娩施設があり
ません。出産はどうすれ
ばよいでしょうか？ 

その不育症の治療を受ける病院の先生に、不育症

の治療をしていても分娩できる病院を紹介してもら

えるはずです。相談をしてみてください。 

7 
Q 

8 
Q 

9 
Q 

体質が変わっているかもしれませんので、基本的に

検査はもう一度行うことをおすすめしますが、全ての

検査を行う必要はありません。 

治療して出産できた人が
もう 1人産みたい場合、 

再検査や同じ治療をする
必要がありますか？ 

10

0 

Q 
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「
こ
れ
は
夢
？
」
と
思
う
よ
う
な
巨
大
地
震

と
津
波
。
本
当
に
怖
か
っ
た
。
続
く
大
き
な
余

震
…
暗
闇
…
津
波
で
何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
町
…
船
や
ガ
レ
キ
が
散
乱
す
る
道
路
…
ま

る
で
地
獄
の
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。 そ

し
て
、
地
震
発
生
か
ら
２
週
間
後
、
私
は

妊
娠
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
食
べ
物

も
水
も
な
い
、
恐
怖
の
ど
ん
底
の
中
で
過
ご
し

て
い
る
４
５
歳
の
自
分
に
、
命
が
宿
っ
た
。
そ
の

事
実
に
た
だ
た
だ
驚
き
ま
し
た
。
津
波
で
流
さ

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
天
国
に
行
く
の
を
止
め
て
、

私
た
ち
夫
婦
の
と
こ
ろ
に
来
て
く
れ
た
の
か
な

…
直
感
的
に
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
５
度
の
流
産
を
経
験
し
て
い
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
、
「
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

も
し
ダ
メ
で
も
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
し
よ
う
！
」
そ
ん
な
風
に
夫
と
話
し
て
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

    

私
が
結
婚
し
た
の
は
４
２
歳
。
３
年
の
間
に 

 

    

５
度
妊
娠
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
心
拍
確
認
前

の
初
期
流
産
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

地
震
の
混
乱
の
中
で
授
か
っ
た
６
度
目
の
命
。

名
古
屋
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
検
査
を
受
け
て
い
た

の
で
、
１
日
も
早
く
名
古
屋
に
行
き
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
仙
台
空
港
は
津
波

で
壊
滅
、
電
車
も
不
通
。
夜
行
バ
ス
は
満
員
。

結
局
、
夫
の
運
転
で
１
２
時
間
か
け
て
仙
台
か

ら
名
古
屋
ま
で
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

小
さ
な
胎
の
う
が
見
え
た
瞬
間
、
緊
張
し
て

い
た
夫
の
目
か
ら
涙
が
…
。
先
生
の
「
こ
ん
な
大

変
な
状
況
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
頑
張
っ
て
い
る
。

僕
た
ち
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
そ
の
言
葉
に

励
ま
さ
れ
、
治
療
を
受
け
る
た
め
何
度
も
夫
と

共
に
車
で
名
古
屋
に
通
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
初
め
て
見
た
「
心
拍
」
。
懸
命
に
心

臓
を
動
か
し
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
…
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
心
を
動
か
さ
れ
た
瞬
間

で
し
た
。 

    
そ
の
２
週
間
後
、
私
た
ち
夫
婦
は
名
古
屋
の

帰
り
道
に
伊
勢
神
宮
で
お
参
り
し
ま
し
た
。
震

災
で
命
を
落
と
し
た
多
く
の
人
々
の
ご
冥
福
を

祈
る
た
め
、
そ
し
て
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
冥
福
を
祈

る
た
め
で
し
た
。 

そ
う
、
今
回
は
９
週
目
で
の
流
産
で
し
た
。

染
色
体
検
査
の
結
果
は
「
１
０
番
染
色
体
の
ト

リ
ソ
ミ
ー
、
女
の
子
」
。 

１
０
番
ト
リ
ソ
ミ
ー
の
場
合
、
心
拍
が
見
え

た
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と
、
「
寿
命
」
を
精
一
杯

生
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
先
生
が
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
た
時
、
救
わ
れ
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。 

つ
い
１
ヶ
月
前
、
津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
所
で
過
ご
し
て
い

た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
「
命
の
限
界
ま
で
生
き

た
」
と
い
う
事
実
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
も
「
幸

せ
」
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。 

「
命
は
過
酷
だ
け
れ
ど
素
晴
ら
し
い
。
お
母

さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
、
一
生
懸
命
生
き
て
ね
。

が
ん
ば
れ
！
」
―
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
で
放
心
状
態

の
私
た
ち
夫
婦
に
、
そ
ん
な
風
に
気
合
い
を
入

れ
て
く
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。 

 

も
う
年
齢
的
に
は
限
界
だ
け
れ
ど
、
「ま
た
命

を
授
か
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
自
分
に
驚
き
ま

す
。 「こ

の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、
精
一
杯
し

ぶ
と
く
生
き
て
行
く
」
と
い
う
こ
の
気
持
ち
は
、

６
人
の
子
供
た
ち
が
命
を
か
け
て
伝
え
て
く
れ

た
宝
物
で
す
。
そ
れ
が
、
震
災
を
経
験
し
た
私

た
ち
夫
婦
が
で
き
る
、
未
来
へ
の
一
歩
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。 

      

「不育症」とひとくくりに言っても、それまでに歩んできた道は人さまざま。不育症そだってねっとメンバー 

５人の体験談と、メンバーのご家族３人にその思いを寄せてもらいました。 

1 
case 

３
・ 

大
震
災
の
中
、
妊
娠
発
覚
！
精
一
杯 

生
き
た
命
が
伝
え
て
く
れ
た
の
は
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 

 

松
本
さ
ん 

 

（
流
産
６
回
、
４
５
歳
、
宮
城
県
在
住
）  

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
。
忘
れ
も
し

な
い
あ
の
日
、
仙
台
で
被
災
し
た
私 

11 

震
災
の
混
乱
の
中
、
車
で
１
２
時
間
か

け
て
名
古
屋
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ 

寿
命
を
精
一
杯
生
き
た
赤
ち
ゃ
ん
が 

生
き
る
希
望
を
与
え
て
く
れ
た 

不育症体験談 
私 た ち の 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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私
は
こ
れ
ま
で
に
、
子
ど
も
を
５
人
殺
し
て

い
ま
す
。
全
部
、
自
分
の
お
腹
の
中
で
。
み
ん
な

一
人
ひ
と
り
、
頑
張
っ
て
生
き
よ
う
と
し
た
命
。

そ
の
事
を
思
う
と
今
で
も
胸
が
苦
し
く
な
り
ま

す
。
で
も
そ
の
子
達
の
お
か
げ
で
つ
な
が
っ
た
命

が
、
今
私
の
腕
の
中
に
い
て
、
一
生
懸
命 

お
っ

ぱ
い
を
飲
ん
で
い
ま
す
。 

私
は
「
二
人
目
不
妊
」
で
、
一
人
目
は
授
か

り
婚
で
し
た
。
だ
か
ら
不
妊
、
不
育
な
ん
て
他

人
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
息
子
に
発
達
障

害
が
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
二
人
目
は
の
ぞ
ん
で
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
度
目
の
結
婚
で
再
婚
相

手
と
の
子
ど
も
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 し

か
し
な
か
な
か
妊
娠
で
き
ず
調
べ
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
不
妊
症
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
を
一
人
生

ん
で
い
る
し
、
妊
娠
さ
え
し
て
し
ま
え
ば
後
は
問

題
な
い
、
と
変
な
確
信
が
あ
っ
た
の
で
、
不
妊
治

療
で
は
迷
わ
ず
体
外
授
精
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
一
回
で
着
床
！
や
っ
ぱ
り
妊
娠
で
き
た
じ

ゃ
な
い
！
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

で
も
、
そ
の
子
の
心
拍
は
確
認
で
き
ま
せ
ん 

    

 

で
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
か
ら
は
「
気
を
取

り
直
し
て
次
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。 

次
は
顕
微
授
精
を
受
け
、
ま
た
も
や
着
床
。

し
か
も
双
子
！ 

で
も
や
は
り
、
心
拍
確
認
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
次
も
結
果
は
全
く

同
じ
で
し
た
。 

   

欲
し
い
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
遠
く
に
逃
げ

て
し
ま
う
。
私
が
子
ど
も
を
欲
し
い
と
思
う
事

が
、
そ
ん
な
に
い
け
な
い
事
な
の
か
。
ニ
ュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
る
よ
う
な
、
子
ど
も
を
虐
待
の
末
殺

し
て
し
ま
う
よ
う
な
親
の
所
に
も
子
ど
も
は
来

て
く
れ
る
の
に
。
い
ら
な
い
な
ら
、
殺
す
前
に
私

に
ち
ょ
う
だ
い
よ
！
な
ど
と
思
い
つ
め
、
う
つ
病

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

苦
し
い
の
は
資
金
面
も
同
じ
で
、
貯
金
は
既

に
相
当
切
り
崩
し
て
い
ま
し
た
。
親
か
ら
も
援

助
を
受
け
ま
し
た
が
、
３
回
目
の
顕
微
授
精
の

時
は
、
ど
う
せ
望
み
は
薄
い
の
だ
か
ら
出
し
た

く
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
金
食
い
虫
の
よ
う

に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。 太

も
も
の
付
け
根
に
は
、
排
卵
誘
発
剤
を
自

分
で
筋
肉
注
射
し
た
痕
の
青
あ
ざ
。
夫
か
ら
も
、

そ
ん
な
苦
行
み
た
い
な
事
を
続
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
ら
、
し
ば
ら
く
治
療
を
お
休
み
し
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
お
金
に
な
ん
と
か
都
合
を
つ
け
、
懲
り
ず

に
顕
微
授
精
を
受
け
ま
し
た
。
何
か
や
っ
て
い

な
い
と
、
自
分
が
保
て
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
時
も
ま
た
流
産
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

も
う
こ
れ
で
４
回
目
の
流
産
。
こ
れ
が
潮
時

か
な
、
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
諦
め
た
ら
、

必
死
に
生
き
よ
う
と
頑
張
っ
た
５
つ
の
命
は
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
こ
の
ま

ま
続
け
て
も
、
失
わ
れ
る
命
が
増
え
続
け
る
だ

け
に
思
え
ま
し
た
。
続
け
る
こ
と
も
、
止
め
る
こ

と
も
、
私
に
は
重
過
ぎ
ま
し
た
。 

   

こ
ん
な
思
い
を
し
て
い
る
人
は
私
だ
け
な
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
、
ネ
ッ
ト
で
「
繋
留
流
産 

繰

り
返
し
」
で
検
索
す
る
と
「
不
育
症
」
と
い
う
病

気
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

す
ぐ
に
不
育
症
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
調
べ
、

わ
ら
に
も
縋
る
思
い
で
検
査
を
受
け
る
と
、
Ｐ

Ｅ
抗
体
と
第
１
２
因
子
欠
乏
症
に
よ
る
、
不
育

症
だ
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
「
次
に
着
床
し
た

ら
来
て
く
だ
さ
い
、
生
ま
せ
て
あ
げ
る
か
ら
」
と

い
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
の
力
強
い
言
葉
に
、

目
の
前
の
霧
が
晴
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
何
と
か
な
る
！
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
、
着
床
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
お
金
の
面
で
厳
し
か
っ
た
り
な
ど
、
決
し
て

道
の
り
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
先
生
の

言
葉
に
嘘
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

不
妊
治
療
を
始
め
て
か
ら
丸
４
年
、
６
回
目

の
顕
微
授
精
で
、
１
９
６
２
ｇ
の
小
さ
い
け
れ
ど

元
気
な
女
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。 

退
院
し
て
、
家
の
玄
関
の
扉
を
開
け
た
途
端
、

「
た
だ
い
ま
！
」
と
い
う
は
ず
が
、
な
ぜ
か
「
お
か

え
り
！
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
時
に
、

涙
が
溢
れ
出
し
ま
し
た
。
夢
じ
ゃ
な
い
。
私
が

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
こ
の
家
に
帰
っ
て
く
る
日
が
、

本
当
に
来
た
の
で
す
。 

辛
か
っ
た
。
苦
し
か
っ
た
。
で
も
こ
の
４
年
間

は
決
し
て
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２

人
目
が
欲
し
い
と
思
っ
て
す
ぐ
で
き
て
い
た
ら
、

こ
ん
な
に
も
命
が
尊
い
も
の
だ
と
思
わ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
息
子
を
今
よ
り
大
切
に
で

き
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
か
し
た

ら
赤
ち
ゃ
ん
は
、
私
達
家
族
に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト

タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
ど
こ
か
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

不
妊
症
そ
し
て
不
育
症
。
精
神
的
、
経
済
的
に

つ
ら
い
道
の
り
を
乗
り
越
え
、
出
会
え
た
命 

つ
ら
い
不
妊
治
療
。
せ
っ
か
く
妊
娠 

で
き
て
も
流
産
し
て
し
ま
う 

念
願
の
赤
ち
ゃ
ん
を
腕
に
抱
い
て
帰
宅 

命
の
尊
さ
を
学
ん
だ
４
年
間 

授
か
り
婚
で
第
一
子
に
め
ぐ
ま
れ
た
後 

２
人
目
か
ら
不
妊
に
・
・
・ 

金
子
さ
ん 

 

（流
産
４
回
、
３
３
歳
、
神
奈
川
県
在
住
）  

2 
 case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
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な
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「
ど
う
し
て
私
だ
け
？ 

私
の
何
が
い
け
な
い

の
だ
ろ
う
？ 

い
つ
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
け
る
？
い
や
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
け
る
日
が
来
る
の
…
？
」 

流
産
す
る
た
び
に
、
自
問
自
答
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
友
達
や
知
り
合
い
だ
け
で
な
く
、

名
前
も
知
ら
な
い
街
中
の
妊
婦
さ
ん
や
芸
能

人
の
妊
娠
ま
で
も
が
う
ら
や
ま
し
く
、
嫉
妬
し
、

真
っ
黒
い
気
持
ち
が
渦
巻
く
の
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

１
回
目
の
妊
娠
は
、
そ
ろ
そ
ろ
赤
ち
ゃ
ん
が

欲
し
い
と
考
え
て
す
ぐ
に
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

産
婦
人
科
受
診
後
２
日
で
出
血
が
は
じ
ま
り
、

３
日
目
に
流
産
と
確
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
遅
く

ま
で
働
い
て
い
た
か
ら
？
」
「
前
日
に
歩
き
す
ぎ

た
か
ら
？
」
「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
？
」
・
・
・
。
流
産

前
の
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
自
分
を
攻
め

る
日
々
。
何
を
し
て
い
て
も
、
何
を
見
て
も
、
ふ

っ
と
悲
し
く
な
り
、
涙
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
多
い

日
々
で
し
た
。 

絶
望
の
淵
に
あ
り
な
が
ら
も
、
産
婦
人
科
の

先
生
の
「
流
産
が
２
回
続
く
こ
と
は
な
い
」
と
い

う
言
葉
を
信
じ
、
３
か
月
後
に
２
度
目
の
妊
娠

を
し
ま
し
た
。
毎
日
、
ト
イ
レ
に
入
る
た
び
に 

     出
血
し
て
い
な
い
か
不
安
で
し
た
。
出
血
し
て
し

ま
う
夢
も
見
ま
し
た
。  

１
分
、
１
秒
が
心
配
で
、
一
日
中
、
出
血
の

有
無
を
確
認
し
て
い
た
の
で
、
一
日
が
過
ぎ
る

の
が
異
様
に
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

今
回
も
心
拍
確
認
が
で
き
た
３
日
後
に
出
血

が
始
ま
り
、
そ
の
ま
ま
流
産
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

２
度
続
け
て
の
流
産
で
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
近

に
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
方
が
い
な
い
た
め
、

話
は
聞
い
て
も
ら
え
て
も
、
解
決
策
が
分
か
ら

ず
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
。  

必
死
に
な
っ
て
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
う
ち
に

「
不
育
症
」
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
、
私
と
同
じ
体
験
を
し
て
い

る
方
が
い
る
、
検
査
、
治
療
を
す
れ
ば
高
確
率

で
出
産
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。 

   

も
う
こ
れ
以
上
流
産
を
繰
り
返
し
た
く
な
い
、

確
実
な
検
査
を
受
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

雑
誌
で
知
っ
た
不
育
症
の
先
生
に
メ
ー
ル
で
相

談
し
、
不
育
症
の
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
検
査
の
結
果
、
次
回
か
ら
ア
ス
ピ
リ
ン
を

服
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
の

見
通
し
が
た
ち
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま
し

た
。 そ

の
後
３
回
目
の
妊
娠
。
今
ま
で
の
こ
と
が

あ
る
た
め
、
妊
娠
発
覚
と
同
時
に
仕
事
も
休
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
日
家
に
い
て
、
必
要
最
小

限
の
こ
と
し
か
や
ら
な
い
安
静
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
妊
娠
し
た
喜
び
よ
り
不
安
が
先
に

立
ち
、
と
に
か
く
一
日
を
過
ご
す
の
が
や
っ
と
の

精
神
状
態
で
し
た
。 

そ
し
て
８
週
の
健
診
の
日
、
超
音
波
で
赤
ち
ゃ

ん
を
見
た
ら
、
心
拍
が
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
突

然
の
こ
と
で
頭
が
真
っ
白
に
な
り
、
先
が
見
通
せ

ず
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
考
え
る
と

不
安
で
悲
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

主
人
や
両
親
に
申
し
訳
な
い
と
も
思
い
ま
し

た
。
こ
の
時
は
涙
も
出
ず
、
「
ど
う
し
て
？
」
だ

け
が
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う

赤
ち
ゃ
ん
は
動
い
て
い
な
い
の
に
つ
わ
り
で
辛
く
、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
い
た
か
ら
こ
そ
つ
わ
り
は
頑
張
れ

た
け
ど
、
今
は
悲
し
く
て
苦
し
い
だ
け
」
と
と
て

も
辛
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。 

約
２
週
間
後
、
子
宮
内
容
除
去
手
術
を
受

け
ま
し
た
。
「
分
娩
室
」
の
「分
娩
台
」
で
の
手
術

は
、
正
直
と
て
も
辛
い
も
の
で
し
た
。
手
術
後
、

意
識
が
朦
朧
と
す
る
中
で
、
「も
う
産
め
な
い
、

も
う
産
め
な
い
。
恐
い
、
恐
い
。
」
と
、
何
度
も

口
走
り
な
が
ら
大
泣
き
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

意
識
が
戻
る
と
、
廊
下
の
方
か
ら
は
赤
ち
ゃ
ん

の
泣
き
声
や
「
お
め
で
と
う
」
の
声
。
辛
く
て
辛

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
と
き
は
、
今
ま
で
と
違
い
、
「仕

事
も
休
ん
だ
し
、
安
静
に
し
て
い
た
。
不
育
症
の

検
査
も
し
っ
か
り
し
て
も
ら
っ
て
、
ア
ス
ピ
リ
ン

も
服
用
し
て
い
た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
全
て

や
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
仕
方
な
か
っ

た
の
だ
。
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
悲
し
い
気

持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
後
悔
す
る
こ
と
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

た
だ
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
い
つ
も
「
妊
娠
」
が

あ
り
、
毎
月
毎
月
小
さ
な
こ
と
に
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。
友
達
の
妊
娠
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、

幸
せ
な
報
告
を
聞
く
の
が
怖
く
て
、
連
絡
が
取

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
人
と
比
べ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
、
主
人
に
も
話

を
す
る
と
、
主
人
が
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
て

く
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
幸
せ
の
形
は

人
と
比
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
決
め

る
こ
と
な
の
だ
と
思
え
た
と
き
、
本
当
に
心
が

軽
く
な
っ
た
の
で
す
。 

    

そ
う
思
っ
た
矢
先
、
今
度
は
子
宮
外
妊
娠
を

し
、
右
卵
管
を
切
除
す
る
手
術
を
受
け
ま
し

た
。
「
子
宮
外
妊
娠
だ
っ
て
珍
し
い
の
に
、
不
育

症
だ
っ
て
稀
な
の
に
、
私
だ
け
が
…
。
も
う
あ
き

ら
め
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
…
。
」
と
い
う
気
持

ち
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

体
に
も
負
担
が
か
か
る
し
、
精
神
的
に
も
疲

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
ん
な
思
い
を
か
か
え
な
が
ら
、
術
後
の
静

養
の
た
め
に
仕
事
を
休
ん
で
い
る
間
、
ブ
ロ
グ
に 

幸
せ
の
形
は
人
と
比
べ
る
も
の
で
は
な
い
。 

そ
ん
な
思
い
と
共
に
、
妊
娠
５
ヶ
月
む
か
え
て 

鈴
木
さ
ん 

 

（流
産
３
回
、
子
宮
外
妊
娠
１
回
、
３
４
歳
、
栃
木
県
在
住
）  

「
ど
う
し
て
私
だ
け
？
」 

自
問
自
答
の
毎
日
・
・
・ 

不
育
症
の
検
査
。 

そ
し
て
、
３
回
目
の
妊
娠 

子
宮
外
妊
娠
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え 

現
在
、
妊
娠
５
か
月 

3 
case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 
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＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
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報 
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想
い
を
つ
づ
っ
て
発
信
し
た
り
、
不
育
症
に
対
す

る
助
成
金
を
お
願
い
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
話
に

行
っ
た
り
と
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
流
産
で

苦
し
ん
で
い
る
方
の
力
に
な
れ
る
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
に
復

帰
し
た
と
き
に
は
、
復
帰
の
挨
拶
の
際
に
、
少

し
で
も
多
く
の
方
に
不
育
症
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
考
え
、
不
育
症
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

旅
行
や
新
居
の
計
画
を
立
て
た
り
、
運
動
を

し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
、
自
分
が
好
き

な
こ
と
を
気
ま
ま
に
し
た
り
、
忙
し
く
仕
事
を

し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
５
回
目
の
妊
娠
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

現
在
は
ア
ス
ピ
リ
ン
服
用
と
ヘ
パ
リ
ン
の
自
己

注
射
で
、
５
か
月
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

妊
娠
初
期
は
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
し
ず
つ
気
持
ち
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。 

 

私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
流
産
し
て
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
う
人
は
こ
れ
か
ら
も
出
て
き
ま
す
。

そ
の
時
に
、
少
し
で
も
多
く
の
人
が
明
る
い
方
へ

向
か
う
た
め
の
道
し
る
べ
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

        

         

私
た
ち
夫
婦
は
の
ん
び
り
と
し
て
い
た
こ
と

と
仕
事
の
関
係
も
あ
り
、
子
ど
も
を
授
か
り
た

い
と
思
い
始
め
た
の
が
結
婚
５
年
目
、
私
が
３

５
歳
、
主
人
が
３
１
歳
の
時
で
し
た
。 

初
め
て
の
妊
娠
は
思
い
の
ほ
か
す
ぐ
に
訪
れ

ま
し
た
。
し
か
し
胎
児
は
な
か
な
か
成
長
せ
ず
、

妊
娠
判
明
か
ら
３
週
後
に
よ
う
や
く
心
拍
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
拍
が
確
認
で
き
る
ま

で
の
日
々
が
長
く
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
で
す
。  

「
心
拍
が
確
認
で
き
た
ら
ほ
と
ん
ど
心
配
が

な
い
」
と
い
う
本
の
記
述
を
信
じ
て
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
後
２
週
続
け
て
心
拍
の
確
認
が
で
き

ま
し
た
が
、
出
血
が
あ
っ
た
の
で
切
迫
流
産
で

入
院
と
な
り
ま
し
た
。
入
院
３
日
目
、
あ
ん
な

に
し
っ
か
り
と
動
い
て
い
た
心
拍
が
止
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
流
産
手
術
は
麻
酔
な
し
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
妊
娠
し
た
喜
び
を
思
い
出
せ
な
い
、
痛

み
と
苦
し
み
の
出
来
事
で
し
た
。 

そ
の
後
、
赤
ち
ゃ
ん
が
妊
娠
１
０
週
な
の
に

６
週
程
度
ま
で
し
か
成
長
し
な
か
っ
た
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
、
偶
然
ネ
ッ
ト
で
「
不
育
症
」
と
い

う
言
葉
を
知
り
専
門
医
を
尋
ね
ま
し
た
。 

そ
し
て
治
療
を
開
始
し
た
も
の
の
、
薬
剤
の 

     副
作
用
で
中
断
し
な
け
れ
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
流
産
の
手
術
に
よ
る
恐
怖
も
あ
り
、
次

第
に
妊
娠
に
前
向
き
に
な
れ
な
く
な
り
、
数
年

が
経
ち
ま
し
た
。 

４
０
歳
を
間
近
に
迎
え
た
こ
ろ
、
夫
婦
の
あ

り
方
を
改
め
て
考
え
た
時
に
「
授
か
れ
る
の
で

あ
れ
ば
子
ど
も
を
育
て
、
自
分
た
ち
も
成
長
し

た
い
」
と
思
い
、
再
度
そ
の
専
門
医
を
尋
ね
ま
し

た
。 再

検
査
の
結
果
、
バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
と
カ
バ
サ

ー
ル
の
治
療
と
な
り
ま
し
た
。
３
か
月
後
に
は

２
度
目
の
妊
娠
。
し
か
し
心
拍
確
認
後
の
８
週

で
流
産
と
な
り
ま
し
た
。 

不
育
症
の
治
療
を
し
て
い
た
の
に
ま
た
心
拍

確
認
後
の
流
産
。
な
ぜ
？
と
い
う
思
い
と
、
ま

だ
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
う
期
待
を
持
っ
て
再
度
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
は
「
精
神
不
育
テ
ス
ト
」
と
、
い
く
つ
か
の

血
液
デ
ー
タ
で
異
常
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
専
門
医
か
ら
出
た
言
葉
は
「
あ
な

た
の
流
産
は
あ
な
た
の
考
え
方
が
招
く
も
の
。

専
門
機
関
で
は
な
く
て
も
近
く
の
産
婦
人
科
で

十
分
。
精
神
的
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
精

神
科
に
行
く
の
が
い
い
の
で
は
」
で
し
た
。
そ
し
て
、

次
の
受
診
予
約
も
他
の
医
療
機
関
へ
の
紹
介
も

し
て
も
ら
え
ず
、
治
療
は
突
然
の
終
わ
り
を
告

げ
ま
し
た
。 

今
思
え
ば
、
「
精
神
不
育
」
の
テ
ス
ト
は
流
産

１
カ
月
後
で
は
異
常
あ
り
に
出
て
当
り
前
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
そ
ん
な
風
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
「私
の
考
え
方
が
赤
ち
ゃ
ん
を
育

て
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
殺
し
て
し
ま
っ

た
・・・」
と
思
い
詰
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

    

で
も
ネ
ッ
ト
で
自
分
と
同
じ
よ
う
な
検
査
結

果
で
治
療
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
な
ぜ
「私
」
は
治
療
不
要
な

の
か
、
そ
の
疑
問
が
大
き
く
な
り
、
ネ
ッ
ト
検

索
ば
か
り
続
け
る
私
に
主
人
が
「セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
受
け
て
み
よ
う
」
と
勧
め
て
く
れ
た
の

で
す
。 

受
診
を
す
る
に
は
疲
れ
て
い
た
の
で
メ
ー
ル

で
検
査
結
果
と
専
門
医
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を

書
い
て
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
投
げ
か
け

た
２
つ
の
医
療
機
関
か
ら
「そ
の
値
は
明
ら
か
に

治
療
を
要
し
ま
す
。
」
と
返
事
が
あ
り
ま
し

た
。 私

の
「
考
え
方
」
だ
け
が
問
題
で
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
す

ぐ
受
診
予
約
を
し
、
治
療
が
必
要
な
状
態
と
い

う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
不
安
定
な
心
の
状
態
に
つ
い
て
は
、

認
知
行
動
療
法
を
受
け
ま
し
た
。
血
液
検
査

の
方
は
抗
凝
固
療
法
が
必
要
で
あ
り
、
バ
イ
ア

ス
ピ
リ
ン
で
の
治
療
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
さ

ら
に
心
拍
確
認
後
の
流
産
が
２
回
と
心
拍
確

認
前
の
流
産
が
１
回
あ
り
、
次
か
ら
は
バ
イ
ア 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
、
よ
う
や
く 

信
頼
で
き
る
専
門
医
に
巡
り
会
え
ま
し
た
！ 

優
芽
さ
ん 

 

（
流
産
５
回
、
４
２
歳
、
愛
知
県
在
住
）  

流
産
手
術
の
恐
怖
。
不
育
症
の
専
門
医

を
訪
ね
る
も
、
突
然
の
治
療
終
了
… 

3 
case 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
、
心
の 

ケ
ア
と
と
も
に
治
療 

4 
case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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ス
ピ
リ
ン
と
へ
パ
リ
ン
で
治
療
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
不
育
症
の
治
療
を
し
な
が
ら
も

「
流
産
」
と
い
う
結
果
を
何
度
も
経
験
し
ま
し

た
が
、
信
頼
で
き
る
医
師
と
の
対
話
に
よ
っ
て
、

「
治
療
イ
コ
ー
ル
出
産
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
十
分
学
び
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
２
回

目
の
流
産
後
の
よ
う
な
「治
療
を
し
て
い
る
の
に

な
ぜ
」
と
い
う
思
考
に
陥
ら
ず
す
ん
で
い
ま
す
。 

   

今
も
、
最
初
に
診
て
も
ら
っ
た
専
門
医
が
私

と
同
じ
よ
う
な
状
況
の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
し

て
い
る
こ
と
を
ネ
ッ
ト
で
目
に
す
る
と
、
「
な
ぜ

自
分
は
治
療
を
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
ま
す
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
不
育
の
原
因
を
「
精
神
的

問
題
」
と
指
摘
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
精
神
科
へ

の
紹
介
で
片
づ
け
ず
、
流
産
後
の
心
の
ケ
ア
を

し
っ
か
り
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
も
う
少
し
若
い
時

に
妊
娠
に
対
し
て
前
向
き
に
な
れ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
も
思
い
ま
す
。 

で
も
、
後
ろ
を
向
い
て
い
て
も
先
に
は
進
め
ま

せ
ん
。
今
は
２
か
所
の
素
晴
ら
し
い
不
育
専
門

機
関
の
ド
ク
タ
ー
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
あ
と
少
し
、
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
、
不
育
症
治
療
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
医

療
関
係
者
が
不
育
症
に
対
し
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
、
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
も
学
び
続
け

る
こ
と
が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

                              

         

初
め
て
妊
娠
が
わ
か
っ
た
の
は
、
結
婚
１
０

カ
月
が
過
ぎ
た
秋
で
し
た
。
す
で
に
３
０
歳
を

過
ぎ
て
い
た
の
で
な
る
べ
く
早
く
子
供
が
ほ
し
い

と
は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
妊
娠
で
順
調

す
ぎ
る
く
ら
い
の
妊
娠
判
明
、
夫
婦
で
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

し
か
し
す
ぐ
に
出
血
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
時

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
自
宅
安
静
と
な
り
、

し
ば
ら
く
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
職
場
の
周
り
の
方
々
に
気
を
使
い
つ
つ
も
、

な
ん
と
か
妊
娠
初
期
の
危
機
は
乗
り
切
り
、
安

定
期
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
具
体
的
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

妊
娠
中
期
、
２
１
週
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る

時
期
、
軽
い
風
邪
を
ひ
き
ま
し
た
。
何
か
赤
ち

ゃ
ん
に
影
響
が
あ
っ
て
は
と
思
い
、
産
科
を
臨
時

受
診
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
１
７
週
時
点
で
元

気
に
手
足
を
動
か
し
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き

が
超
音
波
で
確
認
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
の
時
、

何
が
起
こ
っ
た
の
か
全
く
想
像
で
き
な
い
自
分

が
い
ま
し
た
。
先
生
は
落
ち
着
い
て
赤
ち
ゃ
ん
の

心
拍
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
大

き
さ
か
ら
言
っ
て
、
１
８
週
程
度
で
亡
く
な
っ
て 

    い
た
の
で
は
な
い
か
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

翌
日
の
手
術
を
控
え
、
私
は
色
々
な
思
い
が

あ
ふ
れ
、
夜
通
し
泣
き
っ
ぱ
な
し
で
朝
を
迎
え

ま
し
た
。
あ
の
時
、
自
分
が
あ
あ
し
な
け
れ
ば
、

こ
う
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
と
、
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
理
由
を
考
え
続
け
、
お
い
お
い
と
ひ

た
す
ら
泣
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
入
院

し
、
亡
く
な
っ
た
子
を
出
産
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
考
え
て
も
考
え
て
も
な
ぜ
、
自
分

の
子
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て

普
通
に
お
腹
の
中
で
１
０
カ
月
を
過
ご
し
、
出

産
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
事
ば
か
り
考
え
ふ

さ
ぎ
込
む
日
々
で
し
た
。
私
の
周
辺
の
人
も
、

も
ち
ろ
ん
流
産
に
対
し
て
す
べ
て
に
理
解
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
て

く
だ
さ
る
人
も
い
ま
し
た
が
、｢

す
ぐ
次
の
子
が

で
き
る
よ｣

と
声
を
か
け
る
人
も
多
く
、
そ
の
言

葉
を
受
け
止
め
る
余
裕
が
自
分
に
な
く
、
と
て

も
苦
し
か
っ
た
時
期
で
し
た
。 

   

夫
は
気
に
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
言
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
を
責
め
続
け
た
ま
ま

１
年
が
過
ぎ
、
そ
し
て
不
妊
に
陥
っ
て
い
る
事
が

わ
か
り
ま
し
た
。
不
妊
治
療
を
し
、
待
望
の
２

回
目
の
妊
娠
が
判
明
。
今
度
こ
そ
は
と
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
慎
重
に
慎
重
に
と
、
日
常
生
活
を 

医
療
者
に
も
患
者
に
も
不
育
症
治
療
に

対
し
て
よ
り
多
く
の
理
解
が
必
要 

妊
娠
６
ヶ
月
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
別
れ
、 

そ
し
て
早
産
。
不
育
症
と
分
か
っ
て
い
れ
ば 

中
山
さ
ん 

（後
期
流
産
１
回
、
早
産
１
回
、
３
６
歳
、 

神
奈
川
県
在
住
）  

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が 

妊
娠
２
１
週
目
で
…
突
然
訪
れ
た
死
別 

２
度
目
は
２
７
週
で
の
早
産
。
も
っ
と 

早
く
不
育
症
に
つ
い
て
知
っ
て
い
れ
ば 

5 
case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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送
り
ま
し
た
。
し
か
し
妊
娠
中
期
に
入
り
、
慎

重
な
生
活
に
も
関
わ
ら
ず
お
腹
の
張
り
が
次

第
に
大
き
く
な
り
、
安
静
入
院
。
入
院
二
日
後

に
緊
急
帝
王
切
開
と
な
り
、
２
７
週
と
い
う
超

早
産
で
息
子
を
出
産
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

二
度
目
の
妊
娠
は
出
産
ま
で
な
ん
と
か
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
が
、
息
子
に
辛
い
思
い
と
大
き
な

リ
ス
ク
を
負
わ
せ
、
私
は
ま
た
自
分
を
責
め
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

の
ち
に
不
育
症
検
査
を
し
、
不
育
症
と
私
は

診
断
さ
れ
て
現
在
３
度
目
の
妊
娠
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
せ
め
て
最
初
の
流
産
で

不
育
症
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
悔

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
産
科
の
医
師
で
さ
え

｢

不
育
症
は
な
い｣

と
断
言
す
る
先
生
も
お
り
ま

し
た
。
不
育
症
の
存
在
が
一
般
の
方
、
ま
た
産

科
の
先
生
の
間
で
も
早
く
、
広
く
認
知
さ
れ
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

             

         

我
が
家
は
続
発
性
不
育
症
で
し
た
。
第
１
子

誕
生
後
、
嫁
は
４
度
の
流
産
を
経
験
し
ま
し

た
。 ４

度
目
の
流
産
の
手
術
の
と
き
、
嫁
の
処
置

が
終
わ
っ
て
息
子
と
病
室
に
入
る
と
、
息
子
が

一
目
散
に
嫁
に
駆
け
寄
り
、
つ
ま
先
立
ち
を
し

な
が
ら
、
処
置
台
に
寝
て
い
る
嫁
の
顔
を
必
死

に
覗
き
込
ん
で
「
母
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
？
」
と
、
も

の
す
ご
く
心
配
し
た
様
子
で
聞
い
た
後
、
嫁
に

チ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
嫁
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
答

え
て
大
粒
の
涙
を
ぼ
ろ
っ
と
こ
ぼ
し
ま
し
た
。 

私
は
旦
那
の
役
目
と
ら
れ
た
な
あ
と
思
い
な

が
ら
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
き
っ
と
嫁
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
私
は
「
こ
の
子
が
い
て
く
れ
る
か
ら
、

も
う
次
の
子
は
あ
き
ら
め
よ
う
」
と
思
い
ま
し

た
。
嫁
の
心
も
体
も
こ
れ
以
上
傷
つ
け
た
く
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
流
産
を
す
る
た
び
に
彼
女

は
自
分
を
責
め
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。 

し
か
し
嫁
は
次
の
子
を
諦
め
ず
、
少
し
落
ち

着
い
て
か
ら
不
育
症
の
病
院
探
し
に
か
か
り
ま

し
た
。
そ
の
と
き
私
は
４
３
歳
、
嫁
は
４
２
歳
で

し
た
。 

    

次
の
子
を
授
か
る
た
め
に
努
力
し
て
い
こ
う

と
い
う
矢
先
に
私
に
転
勤
辞
令
が
出
ま
し
た
。

単
身
赴
任
と
な
り
夜
行
バ
ス
と
新
幹
線
を
駆

使
し
て
毎
週
末
帰
省
。
時
に
は
恥
を
捨
て
て
上

司
に
流
産
の
こ
と
や
年
齢
的
な
リ
ミ
ッ
ト
の
こ
と

を
話
し
、
嫁
の
排
卵
に
合
わ
せ
て
有
給
休
暇
を

使
っ
て
帰
省
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

懐
妊
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
年
齢
的
に
も
も
う
あ
か
ん
の
か
な
」
と
ひ
そ

か
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
嫁
は

諦
め
ず
、
不
妊
治
療
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
人

工
授
精
を
す
る
も
１
回
目
は
化
学
流
産
。
そ

し
て
２
回
目
に
よ
う
や
く
き
ち
ん
と
妊
娠
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
嫁
は
４
３
歳
目
前
で

し
た
。 

妊
娠
を
喜
ぶ
の
も
つ
か
の
間
、
嫁
は
妊
娠
３

ヶ
月
目
に
血
圧
が
１
５
０
を
越
え
て
し
ま
い
、

緊
急
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
連
絡
を 

も
ら
う
も
単
身
赴
任
中
の
私
は
何
も
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
彼
女

の
両
親
に
４
歳
の
長
男
の
世
話
と
嫁
の
ケ
ア
を

頼
み
ま
し
た
。 

嫁
は
医
師
か
ら
「妊
娠
初
期
の
高
血
圧
症
は

重
篤
に
な
る
場
合
も
多
く
、
最
悪
の
場
合
は
母

体
を
守
る
た
め
に
妊
娠
の
継
続
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
も
あ
る
」
と
告
げ
ら
れ
、
ひ
ど
く
落
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
。 

お
そ
ら
く
嫁
は
入
院
中
、
不
安
で
不
安
で 

    仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

幸
い
１
週
間
の
入
院
で
血
圧
は
安
定
し
退
院
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
自
宅
安
静
と
な
り
嫁
は
仕

事
を
休
職
し
ま
し
た
。 

   

遠
い
地
で
男
の
無
力
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、

転
職
し
よ
う
か
と
ま
で
考
え
ま
し
た
が
、
「
今

俺
の
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
す
る
し
か
な
い
」
と

思
い
お
こ
し
、
毎
週
末
高
速
バ
ス
で
帰
り
家
事

と
子
供
の
世
話
を
し
、
月
曜
日
の
早
朝
に
単
身

赴
任
先
に
舞
い
戻
る
生
活
で
し
た
。 

彼
女
は
毎
日
お
腹
に
血
栓
を
防
ぐ
た
め
オ

ル
ガ
ラ
ン
の
注
射
を
し
て
い
ま
し
た
。
入
院
し
た

り
つ
わ
り
に
苦
し
ん
だ
り
す
る
姿
を
見
て
、
言

葉
を
か
け
る
ぐ
ら
い
し
か
出
来
な
い
男
の
無
力

さ
。
そ
し
て
近
く
に
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い
も
ど
か

し
さ
。 

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
、
私
も
な
に
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
「
禁
酒
」
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
全
然
関
係
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

何
か
を
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

「
無
事
に
子
供
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
よ
う

に
」
と
の
願
掛
け
を
し
、
大
好
き
な
発
泡
酒
や

焼
酎
を
子
供
が
生
ま
れ
る
ま
で
飲
ま
な
い
と
誓

い
ま
し
た
。 

最
初
は
本
当
に
き
つ
か
っ
た
の
で
す
が
順
調 

～
夫
の
視
点
か
ら
～ 

 

男
の
無
力
さ
を
痛
感
し
た
日
々
。
が
ん
ば
っ
た
妻
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い 

田
中
さ
ん 

（
患
者
の
夫
、
４
５
歳
、
大
阪
府
在
住
、
妻

が
４
回
流
産
） 

２
人
目
不
妊
。
続
く
流
産
・
・
・ 

心
も
体
も
傷
つ
く
妻
に
何
も
で
き
ず 

 

単
身
赴
任
先
と
自
宅
を
高
速
バ
ス
で 

往
復
す
る
生
活
。
そ
し
て
出
産 

6 
case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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に
妊
娠
が
継
続
し
て
い
く
中
、
「
も
し
私
が
誓
い

を
や
ぶ
っ
て
な
に
か
あ
っ
た
ら
」
と
思
う
と
怖
く

て
、
お
酒
を
飲
も
う
な
ん
て
気
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

嫁
は
２
０
１
１
年
３
月
に
３
４
７
０
グ
ラ
ム

の
元
気
な
女
の
子
を
産
み
ま
し
た
。 

出
産
の
立
ち
会
い
か
ら
帰
っ
た
私
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
ビ
ー
ル
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
い
な
が
ら
飲
み

ま
し
た
。
２
人
の
子
供
の
親
と
な
り
、
が
ん
ば
っ

て
く
れ
た
嫁
さ
ん
と
出
会
え
た
す
べ
て
の
人
に

大
い
な
る
感
謝
で
す
。 

                     

         

電
話
の
向
こ
う
で
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
身
体
に

産
ん
だ
の
？
」
と
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
娘
は

私
を
責
め
続
け
た
。
私
は
３
０
年
以
上
医
療

現
場
で
働
い
て
き
た
が
、
そ
ん
な
私
に
さ
え
、
そ

の
病
名
は
耳
慣
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
不
妊
症

な
ら
と
も
か
く
、
そ
ん
な
苦
し
み
に
喘
い
で
い
る

人
々
が
い
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。 

「
ど
う
し
て
私
な
の
？
」
片
親
で
育
て
た
娘
は

怒
り
を
投
げ
つ
け
る
相
手
は
私
し
か
お
ら
ず
、

そ
の
理
不
尽
な
身
の
上
を
嘆
い
た
。
「
胎
児
」
と

も
呼
べ
な
い
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
う
我
が
孫
。

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
悲
嘆
と
心
痛
に
娘
は

う
つ
病
に
な
り
、
私
は
言
葉
を
失
っ
た
。
そ
し
て

虚
脱
感
の
中
で
嘆
く
娘
に
、
憎
し
み
す
ら
覚
え

る
日
も
あ
っ
た
。 

 

娘
は
多
く
の
こ
と
、
特
別
な
こ
と
を
望
ん
だ
の

で
は
な
い
。
好
き
な
人
の
子
ど
も
を
産
み
、
初

孫
を
待
ち
わ
び
る
彼
の
両
親
に
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に
。
こ
ん
な
「
普
通
」

の
願
い
が
な
ぜ
自
分
に
は
叶
わ
な
い
の
か
。 

 

不
育
症
は
遺
伝
的
素
因
の
関
与
が
大
き
く

疑
わ
れ
る
と
い
う
。
病
気
は
人
を
選
ば
ず
、
誰

の
責
任
で
も
な
い
と
い
う
極
め
て
残
酷
な
性
格 

    

を
有
す
る
。 

そ
の
負
の
遺
産
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
て
く
る

人
々
が
い
て
初
め
て
、
大
多
数
の
人
は
健
康
と

い
う
「
普
通
」
の
幸
せ
を
享
受
で
き
る
。
そ
し
て

そ
の
幸
せ
に
気
づ
き
も
し
な
い
。
あ
ま
り
に
も

当
た
り
前
す
ぎ
て
。 

だ
が
、
震
災
で
日
本
の
多
く
の
人
が
「
普
通
」

の
暮
ら
し
が
い
か
に
幸
せ
に
満
ち
て
い
た
か
と
の

思
い
を
抱
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？ 

   

少
数
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
大
多
数
の
健

康
。
医
療
の
限
界
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た

私
は
自
明
の
こ
と
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
「
ど
う

し
て
自
分
の
娘
が
・
・
・
」
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。 

 

現
在
娘
は
不
育
症
治
療
を
主
導
な
さ
っ
て
お

ら
れ
る
先
生
に
巡
り
合
え
た
。
そ
の
治
療
の
下
、

子
宮
頚
管
無
力
症
と
闘
い
な
が
ら
妊
娠
２
５

週
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
無
事
に
周

産
期
を
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。 

 

「
普
通
」
「
人
並
み
」
「
当
た
り
前
」
は
奇
跡
の

連
続
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
も
は
や
疑
わ
な
い
。 

   

                                

～
父
親
の
視
点
か
ら
～ 

子
ど
も
を
産
み
た
い

「
普
通
」
の
願
い
が
叶
わ
な
い
娘
へ
の
思
い 

多
田
さ
ん 

（患
者
の
父
親
、
５
６
歳
、
山
形
県
在
住
、 

娘
が
４
回
流
産
） 

「
ど
う
し
て
私
な
の
？
」
電
話
の 

向
こ
う
で
泣
き
じ
ゃ
く
る
娘 

「
普
通
」「
人
並
み
」
「
当
た
り
前
」
は 

奇
跡
の
連
続 

7 
case 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 

不育症について更に詳しく知りたい方

はこちらをご覧ください。 

【厚生労働省不育症研究班のＨＰ】

http://fuiku.jp/ 
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私
の
娘
は
３
年
前
に
結
婚
し
、
３
度
の
妊
娠

を
し
ま
し
た
が
す
べ
て
流
産
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

私
自
身
、
２
４
歳
で
長
男
を
出
産
、
そ
の
後

も
ぽ
ん
ぽ
ん
と
順
調
に
二
人
の
娘
を
出
産
で
き

た
の
で
、
「
妊
娠
す
れ
ば
子
ど
も
は
産
ま
れ
る
」

こ
と
が
普
通
の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
昨
年
、
娘
の
流
産
が
続
い
て
し
ま
い
、
ど

う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
頃
、
娘
が
私
の
知
ら
な
か
っ
た
「
不
育

症
」
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
、
娘
の
よ
う
に
悩

ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

娘
の
友
人
た
ち
が
、
次
々
と
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

い
て
い
く
中
で
、
「
娘
だ
け
が
流
産
を
繰
り
返
し

て
し
ま
う
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
私
が
ち
ゃ
ん
と

健
康
に
産
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
・
・
・
」
と
、
そ
れ
は
申
し
訳
な
く
思
い
、
毎
日

が
と
て
も
不
安
で
し
た
。 

外
に
出
れ
ば
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
家
族
連
れ
や

妊
婦
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
い
て

無
意
識
で
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

う
ら
や
ま
し
く
、
う
ら
め
し
く
さ
え
も
思
え
ま 

     し
た
。 

ど
う
し
て
私
の
娘
だ
け
が
辛
い
思
い
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
と
、
娘
が
か
わ

い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
思
い
を
口
に
し
た
と
き
、
娘
に
「
お
母

さ
ん
だ
っ
て
お
腹
が
大
き
か
っ
た
時
に
、
子
ど
も

が
で
き
な
い
人
か
ら
同
じ
よ
う
に
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
て
い
た
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
風
に
言
っ
て

は
い
け
な
い
よ
。
」
と
注
意
さ
れ
た
の
で
す
。
私

は
「
ど
う
し
て
自
分
の
娘
だ
け
が
・
・
・
」
と
い
う

考
え
を
反
省
し
ま
し
た
。 

    

幸
い
、
娘
は
良
い
先
生
方
に
治
療
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
よ
く
泣
い
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
強
く
明
る
く
何
に
対
し

て
も
前
向
き
で
す
。 

         

     

旦
那
さ
ん
は
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
方
で
、

娘
を
と
て
も
大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
。
お
義
父

様
、
お
義
母
様
も
親
身
に
な
っ
て
温
か
く
見
守

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

家
の
中
に
子
ど
も
が
い
た
ら
に
ぎ
や
か
で
楽
し

い
け
れ
ど
、
も
し
家
族
が
増
え
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
夫
婦
が
元
気
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
く
れ
る

こ
と
が
、
親
に
と
っ
て
は
一
番
の
幸
せ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
娘
の
笑
顔
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い

で
す
。 

 

日
に
日
に
医
療
は
進
歩
し
て
き
て
い
ま
す
。 

不
育
症
に
対
す
る
情
報
が
も
っ
と
多
く
手
軽
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
と

同
時
に
、
治
療
に
も
も
っ
と
国
か
ら
の
助
成
が

あ
れ
ば
と
希
望
し
ま
す
。 

            

                            

～
母
親
の
視
点
か
ら
～ 

 

ど
う
し
て
自
分
の
娘
だ
け
が
？
そ
ん
な
思
い
を
娘
本
人
に
諭
さ
れ
て 

加
藤
さ
ん 

（患
者
の
母
親
、 
５
５
歳
、
神
奈
川
県
在
住
、 

娘
が
３
回
流
産
） 

娘
の
流
産
は
私
が
健
康
に
生
ん
で 

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
・
・
・
？ 

夫
婦
が
元
気
で
幸
せ
な
の
が
一
番 

娘
の
笑
顔
が
何
よ
り
う
れ
し
い 

8 
case 

2012年 1月から、一部の患者を対象に

ヘパリンカルシウムの在宅自己注射が保

険で認められました。（重度の抗リン脂質

抗体症候群、プロテイン C欠乏症、プロ

テイン S欠乏症、先天性アンチトロンビン

欠乏症のみ） 

 

不育症治療に対して、 

助成金制度を設けて

いる自治体も増えてき

ています。まずはお住

まいの自治体に問い合

わせを。 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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Q 
& 

A 

不
育
症 ～

コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

先生、 
教えて！ 

流産後、人と会うのが嫌
になりました。どうした
らいいでしょうか？ 

まず、どうして人と会うのが嫌なのかを考えてみて下

さい。そして、無理に会う必要があるのか考えてみま

しょう。 

しんどい時に頑張って自分を奮い立たせ、人と会う

と、その後、心身の疲れが増し、さらに人と会うことが

嫌になる可能性があります。 

まだ一人でいたほうが自分にとって楽なのであれ

ば、しっかりと休んで、外に出る気分になったら、少し

ずつ外に出てみて下さい。 

実際に、そのような場面に遭遇した際、皆さんは何

と答えていますか？素直にではなくても「おめでとう」

と言えたなら、そういう自分を褒めてあげて下さい。そ

れ以上の言葉を無理に言う必要はありません。ただ、

自分の思いも理解してもらいたいなら、「本当は喜ん

であげたいけれど、子どもが欲しくてもなかなか出来

ない状況だから、これが今の私にとって精一杯の言

葉だわ。」などと伝えても良いかもしれません。 

自分より後から結婚をし
たのにすぐに出産できた
友人に対して素直に祝福 

の言葉をかけてあげられません。 

 無理にがまんせず、 

信頼できる人に話を 

聞いてもらっては？ 

お答えいただいた先生 

生殖心理カウンセラー 

江見 弥生先生 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 

 今後のことを思うと 

不安がいっぱい… 

このまま赤ちゃんを 
産めなかったらと思うと
気分が沈みます・・・ 

確かに、今後のことを考えると、不安になって気分

が沈むこともあるでしょう。しかし、あなたは今の自分

の状況（妊娠や治療の可能性などについて）をちゃん

と理解できているでしょうか？まずは、今の状況をよく

把握して、今後の可能性を理解しましょう。 

不安になったり、気分が沈んだときは、無理に我慢

せず、信頼できる医師や人に話を聞いてもらい、不

安要素を少しでも解消していきましょう。そして、自分

がリラックスできる時間を大切にして、過ごしてみてく

ださい。 

1 
Q 

2 
Q 

3 
Q 
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不育症そだってねっとおすすめの 1冊 

『こうのとり追って  

晩産化時代の妊娠・出産』   

毎日新聞取材班(著) 1470円 

 

→色々なケースや選択肢があるのが

分かり、視野が広がります。 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 

赤ちゃんを産めなくて、
主人に対して申し訳ない
気持ちでいっぱいです 

あなたが申し訳なく思っているのに対して、ご主

人は何とおっしゃっていますか？もし聞いたことがな

いのであれば、一度、自分の「申し訳ない」という気

持ちをご主人に伝えてみて下さい。お子さんを授か

る以前に、何のためにお互いを必要として結婚した

のか、それを二人でもう一度考えるきっかけになる

かもしれません。 

孫のことについて、今までそれぞれのご両親から言

われたことはありますか？ 

ご両親に対してもご主人と同様で、自分の思いを

伝えてみて下さい。 

もしかしたらご両親は孫の誕生よりも、あなた自身

のことを心配されるかもしれません。その場合は、素

直にその気持ちを受けとめ、もう少し肩の力を抜いて

過ごされてはいかがでしょうか？ 

孫の誕生を一日でも早く望まれた場合は、それに

向かって夫婦で一生懸命努力していることを伝えれ

ば良いと思います。自分で言いにくい場合は、ご主人

に伝えてもらっても良いと思います。 

まだまだ不育症に対しての認知度が低いために、

流産を繰り返す、ということを理解してもらえない場合

もあるかもしれません。そういう場合は、不育症に関

する本やパンフレットを渡して読んでみてもらっても良

いでしょう。 

 

妊娠をしても流産をし
てしまうので孫に会わ
せてあげられず、自分
の親や の両親や義理の両親に申し訳な

く思います 

流産を繰り返すたびに、
主人の悲しみが自分の悲
しみより少ない気がして 

主人とすれ違いが増えてきたよ
うに思います・・・ 

流産という体験の中で、女性と男性では経験する

出来事が異なるため、同じように感じる、ということは

難しいのが実際です。また、性別による感情表出やコ

ミュニケーションスタイルの違いから、女性は「夫は私

ほど悲しくないんだ…」と感じることがしばしばありま

す。 

 しかし、本当は男性も我が子を失くしたことは悲しい

のです。けれども、自分は夫として妻を支えなければ

ならない、自分が泣いていてはダメだ、と我慢してい

る場合が多く、またどうしてあげれば良いのかがわか

らず、手を差し伸べられない場合もあります。 

 夫婦だからわかってくれるはず、ではなく、あなたの

気持ちをちゃんと伝えて、ご主人の気持ちも聞いてみ

てください。そして、あなたがご主人にしてもらいたいこ

とがあるなら、そのことも伝え、お互いを理解する機

会をもうけて下さい。 

4 
Q 

5 
Q 

6 
Q 
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流
産
や
死
産
は
、
御
自
身
の
妊
娠
が
わ
か

っ
て
か
ら
、
お
腹
の
お
子
さ
ん
と
の
出
会
い

を
楽
し
み
に
待
ち
、
希
望
に
満
ち
て
い
た
生

活
が
一
変
し
て
し
ま
う
で
き
ご
と
で
す
。 

そ
れ
は
、
経
験
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
、
非

常
に
つ
ら
く
、
悲
し
い
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
、

そ
の
つ
ら
く
、
悲
し
い
気
持
ち
を
押
し
こ
め

た
り
、
が
ま
ん
し
て
し
ま
う
と
、
心
が
な
か

な
か
元
気
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

 

流
産
・死
産
に
伴
う
感
情
に
つ
い
て 

 

妊
娠
期
間
の
長
さ
に
関
係
な
く
、
妊
娠
が

判
っ
た
時
か
ら
、
あ
な
た
は
『
親
』
と
な
り
、

大
切
な
お
子
さ
ん
を
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
経
験
に
よ
り
、
悲
し
み
・
怒
り
・
罪

の
意
識
・
孤
独
感
・
抑
う
つ
感
な
ど
が
生
じ

ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
？
と
、
繰
り
返
し
自
問
自
答

す
る
日
々
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前

に
も
流
産
・
死
産
を
経
験
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
れ
ら
の
感
情
が
よ
り
強
く
な
る
こ
と
が
あ 

            

り
ま
す
。 

 
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
女
性
と
男
性
と
で

は
、
感
情
へ
の
対
処
の
仕
方
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
悲
し
み
方
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
感
情
の
出
し
方
が
違
っ
て
も
、

押
し
こ
め
た
り
、
が
ま
ん
は
し
な
い
で
下
さ

い
。
ご
自
身
に
と
っ
て
、
や
り
や
す
い
方
法

で
、
そ
の
時
の
気
持
ち
を
表
に
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

女
性
は
、
泣
き
悲
し
ん
だ
り
、
ふ
さ
ぎ
こ

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
男
性
の

場
合
は
、
や
り
場
の
な
い
気
持
ち
を
仕
事
に

打
ち
込
む
こ
と
で
癒
そ
う
と
し
た
り
、ま
た
、

自
分
が
し
っ
か
り
し
て
妻
を
支
え
な
け
れ
ば
、

と
冷
静
に
振
る
舞
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ご
自
身
の
感
情
を
抑
え
て
し
ま
う

男
性
が
多
い
よ
う
で
す
。 

 

ご
夫
婦
で
も
、
悲
し
み
方
が
違
う
こ
と
を

理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
や
り
方
で

心
を
癒
す
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

『
一
人
で
い
た
い
』
、『
今
は
そ
っ
と
し
て 

            

お
い
て
も
ら
い
た
い
』
、
逆
に
『
そ
ば
に
い
て

ほ
し
い
』、
『
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
』
な
ど
、 

ち
ゃ
ん
と
お
互
い
の
そ
の
時
の
気
持
ち
を
夫

婦
で
伝
え
あ
う
事
が
必
要
で
す
。 

 

心
身
の
回
復
の
た
め
に 

 

出
来
事
の
直
後
は
、
心
と
身
体
の
た
め
に
、

休
息
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
無
理
を
せ

ず
、
ご
自
身
の
ペ
ー
ス
で
、
だ
ん
だ
ん
と
い

つ
も
の
生
活
に
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

癒
し
の
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
に
、
感
情
は
抑

え
込
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
表
現
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
涙
も
た
く
さ
ん
流

し
ま
し
ょ
う
。 

 
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切

な
お
子
さ
ん
を
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
自
身
や
ご
夫
婦
が
心
を
許
せ
る
誰
か
と
話

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
だ
話
が
出
来
な
い

よ
う
な
ら
、
流
産
や
死
産
に
つ
い
て
書
か
れ

た
書
物
を
読
む
こ
と
で
、
ふ
さ
い
だ
気
持
ち

が
和
ら
い
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

             

日
記
に
そ
の
時
の
ご
自
身
の
気
持
ち
や
考

え
を
書
き
留
め
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
も
つ
方
と
お
話 

す
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
失
っ
た
お
子

さ
ん
に
『
さ
よ
う
な
ら
』
を
伝
え
る
お
手
紙

を
書
い
た
り
、
供
養
を
行
っ
た
り
、
庭
に
木

を
植
え
た
り
、
色
々
な
方
法
で
、
大
切
な
お

子
様
を
失
っ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
表
す
ご
夫

婦
も
い
ま
す
。 

 

周
囲
と
の
付
き
合
い
や
、
妊
婦
さ
ん
や
親

戚
な
ど
に
接
す
る
こ
と
で
つ
ら
い
お
気
持
ち

に
な
る
な
ら
、
そ
の
機
会
を
避
け
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
周
囲
の
言
葉
や
態
度
で
不
快
な

思
い
を
さ
れ
た
時
は
、
そ
の
こ
と
を
相
手
に

伝
え
る
こ
と
が
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
し
誰
に
も
話
せ
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
産
婦
人
科
の
ス
タ
ッ
フ
に

相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
私
達
は
、
あ
な
た

の
お
気
持
ち
を
ゆ
っ
く
り
と
お
聞
き
し
、
心

身
の
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
の
で

す
。 

流
産
・
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方
へ 

流
産
・
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方
へ 

流
産
・
死
産
を
経
験
さ
れ
た
方
へ
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 

生殖心理カウンセラー、助産師、保

健師。2008年3月岡山大学大学院

保健学研究科卒業。岡山大学病院

内にある岡山県不妊専門相談センタ

ー「不妊・不育とこころの相談室」

(2004 年～2012 年)所属 

江見  

弥生先生 
や よ い 

 

え  み      
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大阪大学 産婦人科 

大阪府立母子保健総合医療センター 

 

神戸大学 産科婦人科 

兵庫県立男女共同参画センター    

 

三重県立看護大学    

 

滋賀医科大学医学部附属病院      

大津市総合保健センター内     

 

京都府立医科大学附属病院    

社団法人京都府助産師会（京都府 

助産師会館）  

 

和歌山県内 3 保健所（岩出、湯浅、 

田辺）      

 

岡山大学大学院保健学研究科 

川崎医科大学 産婦人科 

岡山大学病院      

 

広島県不妊専門相談センター    

 

島根県立中央病院      

 

山口県立総合医療センター     

 

徳島県不妊・不育相談室    

慶應義塾大学 産婦人科 

東京慈恵医科大学 産婦人科 

日本医科大学 産婦人科 

国立成育医療研究センター病院 周産期センター 

東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 

日本大学医学部付属板橋病院 産婦人科 

国立病院機構 東京医療センター 産婦人科 

一般社団法人 日本家族計画協会   

 

杉ウイメンズクリニック不育症研究所 

神奈川県不妊・不育専門相談センター（神奈川県 

茅ヶ崎保健福祉事務所内）   

横浜市立大学附属市民総合医療センター(専門相談）  

横浜市各福祉保健センター （一般相談）  

横須賀市こども健康課     

 

県内４健康福祉センター（保健所：松戸、印旛、長生、 

君津）  

千葉市保健所   

 

埼玉医科大学総合医療センター  

一般社団法人埼玉県助産師会   

 

パルティ とちぎ男女共同参画センター      

 

群馬県不妊専門相談センター 

（財団法人群馬県健康づくり財団内）  

 

山梨県ＪＡ会館５階   

→電話、 →面接、→メール

での相談が可能な窓口。 

赤字で  がついている所は不育症

専門医の在籍している医療機関。 

マークの説明 不育症医療機関・相談窓口一覧 
「情報は２０１３年５月時点のものです。詳しい内容は厚生労働省のサイトをご覧ください。 

不育症研究機関一覧は「不育症研究者リンク」、不育症相談窓口一覧は「全国の不育症 

相談窓口一覧」とインターネットでそれぞれ検索してください。 

栃木県 

群馬県 

山梨県 

国立大学法人旭川医科大学     

札幌市不妊専門相談センター   

 

北海道  

弘前大学医学部附属病院・産科婦人科 

弘前大学医学部附属病院・産科婦人科外来     

 

岩手医科大学附属病院   

東北大学病院産婦人科    

 

不妊専門相談センター（山形大学医学部付属病院）  

山形県女性の健康支援センター（各保健所）    

 

三の丸庁舎茨城県県南生涯学習センター    

青森県 

岩手県 

宮城県 

山形県 

茨城県 

東京都 

神奈川県 

千葉県 

埼玉県 

大阪府  

兵庫県  

三重県  

滋賀県  

京都府  

和歌山県  

岡山県  

広島県  

島根県  

山口県  

徳島県  

佐賀中部保健福祉事務所    

 

長崎県各保健所（女性健康支援 

センター）    

 

熊本県女性相談センター     

 

大分県不妊専門相談センター 

（大分大学医学部附属病院１階）     

 

佐賀県  

長崎県  

熊本県  

大分県  

宮崎県県内３保健所 

（中央・都城・延岡）    

 

鹿児島大学病院（専門相談）    

各保健所（一般相談）     

 

沖縄県不妊専門相談センター     

宮崎県  

沖縄県  

鹿児島県  

 

新潟県不妊専門相談センター     

新潟市 新潟市保健所    

  

富山大学 産科婦人科 

富山県女性健康相談センター・ 

富山県不妊専門相談センター    

 
石川県不妊相談センター      

 

福井県看護協会    

 
長野県看護協会会館（(社)長野県看護協会内）      

 
岐阜保健所内     

ふれあい福寿会館内   

 
静岡県総合健康センター    

 

名古屋市立大学 産科婦人科 

名古屋市立大学病院内  

名古屋大学医学部附属病院      

 

新潟県  

富山県  

石川県  

福井県  

長野県  

岐阜県  

静岡県  

愛知県  

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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●
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
自
分
の
気
持
ち
を
押
し
殺
し
て
、

私
の
せ
い
で
は
な
い
と
優
し
く
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

    

●
す
ぐ
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
帰

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
流
産
後
３
日
間
仕
事
を
休
ん

で
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
掻
把
手
術
の
後
、
「
痛
い
よ
ー
、

も
う
い
や
だ
よ
ー
」
と
言
っ
て
い
た

ら
、
「
も
う
辛
い
思
い
は
し
な
く
て

い
い
よ
。
俺
は
お
前
が
い
て
く
れ
れ

ば
い
い
よ
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

●
「
俺
の
せ
い
で
こ
ん
な
に
辛
い
思

い
を
さ
せ
て
ゴ
メ
ン
な
」
と
言
わ
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

●
不
妊
治
療
を
経
て
の
妊
娠
だ
っ

た
た
め
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
た
よ
う
で
し
た
。
流
産
を
繰

り
返
す
ご
と
に
シ
ョ
ッ
ク
度
は
増

し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

●
赤
ち
ゃ
ん
の
服
を
片
づ
け
た
こ

と
を
伝
え
る
と
、
主
人
か
ら
「
一

年
後
に
は
あ
け
る
つ
も
り
で
い
ろ

よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
が
き
っ
か
け
で
前
を
向
い
て

行
動
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 <

番
外
編>

 

●
流
産
後
３
日
く
ら
い
は
一
緒
に

悲
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
平
常
通
り
に
戻
っ
た
よ
う
に

見
え
、
距
離
を
感
じ
ま
し
た
。 

           

●
妊
娠
出
産
の
話
や
子
ど
も
の

話
は
一
切
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

（
芸
能
人
の
妊
娠
出
産
ネ
タ
す
ら

も
つ
ら
い
で
す
） 

 

●
き
っ
と
ど
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

て
も
過
敏
に
反
応
し
て
傷
つ
い
て

し
ま
う
の
で
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て

ほ
し
い
で
す
。 

 

●
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
に
扱
わ
れ

る
の
も
つ
ら
い
で
す
。
一
言
「
つ
ら

か
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え

た
の
が
一
番
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。 

 

●
あ
ま
り
そ
の
話
題
に
は
触
れ

ず
に
、
普
段
ど
お
り
が
よ
い
で
す
。

た
だ
こ
ち
ら
か
ら
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
と
い
う
時
に
は
、
た
だ
黙
っ
て

聞
い
て
く
れ
た
り
一
緒
に
泣
い
て

く
れ
た
り
し
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（勝
手
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
） 

 

●
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

た
だ
、
主
人
だ
け
は
私
の
気
持
ち

に
つ
き
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
泣
い
た
り
、
落
ち
込
ん
だ

り
し
て
く
れ
た
ら
、
救
わ
れ
る
気

が
し
ま
す
。 

     

●
死
産
後
、
産
休
明
け
で
会
社
に

出
社
す
る
の
が
と
て
も
怖
か
っ
た

の
で
す
が
、
周
囲
の
人
が
本
当
に

な
ん
に
も
な
か
っ
た
よ
う
に
接
し

て
も
ら
え
て
拍
子
抜
け
し
ま
し
た
。

で
も
そ
の
お
か
げ
で
仕
事
中
は
子

ど
も
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
は

な
く
、
集
中
し
て
取
り
組
め
た
と

思
い
ま
す
。
職
場
な
ど
で
は
、
普

通
に
接
し
て
も
ら
う
の
が
よ
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

●
体
も
心
も
傷
つ
い
て
い
る
の
で
、

１
週
間
く
ら
い
は
仕
事
を
休
ま

せ
て
ほ
し
い
で
す
。 

       

●
「
ま
た
次
が
ん
ば
れ
ば
い
い
じ

ゃ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、

全
く
心
に
響
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

空
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
次

ま
た
が
ん
ば
る
気
持
ち
に
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

●
「
若
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
な
に
か
違
う
と
思

い
ま
し
た
。
若
く
て
も
何
度
も
流

産
し
て
い
る
し
、
『
亡
く
し
て
し
ま

っ
た
』
子
ど
も
と
『
次
に
生
ま
れ
て

く
る
』
子
ど
も
は
違
う
子
な
の
で
、

あ
ま
り
励
ま
し
に
な
り
ま
せ
ん
。 

みんなの 

不育症そだってねっと会員アンケートに寄せられた
声の数々。項目ごとにまとめてご紹介します。 

Q1 流
産
後
、
ご
主
人
の

反
応
は
？ 

周
り
の
人
に
は
ど
う

接
し
て
ほ
し
い
？ 

周
り
か
ら
言
わ
れ
て

傷
つ
い
た
言
葉
は
？ 

Q2 

Q3 

一
晩
中
、
泣
い
て
い
る
私

の
背
中
を
た
だ
だ
ま
っ
て

な
で
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

不
育
症
が
き
っ
か
け
で
、

お
互
い
を
理
解
し
あ
え
ず

離
婚
し
ま
し
た
。 

私
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な

く
て
も
、
分
か
ろ
う
と
し

て
く
れ
る
気
持
ち
さ
え
あ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 

不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 
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●
「
な
ん
で
ダ
メ
だ
っ
た
の
？
」
と

根
掘
り
葉
掘
り
聞
か
れ
ま
し
た
。

私
自
身
も
ダ
メ
だ
っ
た
理
由
を
知

り
た
い
で
す
。
な
ん
だ
か
責
め
ら

れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。 

 

●
無
理
せ
ず
安
静
の
た
め
に
仕
事

を
休
ん
で
い
た
の
に
、
流
産
し
た
と

き
周
り
に
「
仕
事
を
休
ん
で
も
本

当
は
安
静
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

最
善
と
思
わ
れ
る
対
処
を
し
て
い

た
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
る
な

ん
て
・・
・ 

        

●
不
妊
症
の
友
達
に
「
妊
娠
で
き

る
だ
け
ま
し
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。 

 

●
死
産
を
し
て
「
か
わ
い
そ
う
な

女
性
」
と
見
ら
れ
る
の
が
、
一
番
つ

ら
い
で
す
。 

 <

番
外
編>

 

●
主
人
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

て
傷
つ
い
た
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、

「
人
の
善
意
を
自
分
の
都
合
で
悪

意
に
変
え
る
な
！
」
と
怒
ら
れ
ま

し
た
。 

       

●
誰
も
悪
く
な
い
け
ど
、
越
さ
れ

て
い
く
の
が
悔
し
い
し
悲
し
い
で

す
。 

 

●
義
理
の
姉
が
何
も
問
題
な
く

妊
娠
し
て
い
る
の
を
見
て
や
る
せ

な
い
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。 

 

●
芸
能
人
の
出
産
す
ら
ね
た
ま

し
い
で
す
。 

      

～
病
院
で
～ 

●
術
後
、
帰
宅
す
る
と
き
に
「ゆ
っ

く
り
と
休
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
言

わ
れ
、
な
ん
だ
か
自
分
の
疲
労
や

心
労
を
分
か
っ
て
く
れ
た
気
が
し

ま
し
た
。 

 

●
「
あ
な
た
が
悪
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
ら
ね
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ

よ
。
」
と
言
わ
れ
、
気
休
め
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
そ
れ
で

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

●
流
産
が
確
定
し
て
泣
い
て
し
ま

っ
た
時
に
、
他
の
妊
婦
さ
ん
達
と

接
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
と

別
の
診
察
室
に
案
内
し
て
も
ら

い
、
「
こ
こ
だ
っ
た
ら
、
落
ち
着
く

ま
で
泣
い
て
い
て
も
大
丈
夫
よ
」

と
気
の
す
む
ま
で
泣
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
次
に
出
産
す
る
な

ら
こ
こ
で
産
み
た
い
な
と
前
向
き

に
な
り
ま
し
た
。 

 

●
死
ん
で
し
ま
っ
た
子
の
名
前
を

決
め
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、

陣
痛
中
、
娩
出
後
、
ず
っ
と
子
ど

も
の
こ
と
を
名
前
で
呼
ん
で
く
れ

ま
し
た
。 

 

●
死
産
後
、
夜
中
で
も
何
度
も

子
ど
も
の
枕
元
に
暖
か
い
ミ
ル
ク

を
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
子
ど
も

の
周
り
に
は
お
菓
子
や
お
も
ち

ゃ
な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
お

供
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。
靴
を
買

っ
て
き
て
く
れ
た
助
産
師
さ
ん

も
い
ま
し
た
。 

 

～
周
り
の
人
か
ら
～ 

●
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
次
は
き
っ

と
大
丈
夫
」
と
友
人
が
言
っ
て
励

ま
し
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。 

 

●
「
お
母
さ
ん
が
あ
き
ら
め
て
し

ま
っ
た
ら
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
、
ふ
と
我
に
返
り
悲
し
み
か

ら
抜
け
出
し
ま
し
た
。 

 

●
「
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
に
来
た
意

味
は
必
ず
あ
る
は
ず
」
と
言
わ
れ

て
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
「赤
ち

ゃ
ん
は
ま
た
空
に
戻
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
マ
マ
と
パ
パ
が

楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
遊
び
に
来

た
ん
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

       

●
親
が
何
も
言
わ
ず
に
旅
行
に

誘
っ
て
く
れ
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。 

 

●
死
産
後
、
息
を
し
て
い
な
い
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
き
な
が
ら
、
義
理
母

が
「
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ

ん
を
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

自
分
よ
り
先
に
出
産

す
る
人
を
見
て
ど
う

思
い
ま
し
た
か
？ 

う
れ
し
か
っ
た
出
来
事 

や
言
葉
は
あ
る
？ 

Q4 Q5 

私
は
続
発
性
不
育
症
で
し

た
が
、「
１
人
い
る
か
ら
い

い
じ
ゃ
ん
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
が
た
と
え

１
人
い
て
も
お
腹
の
命
を

失
っ
た
ら
悲
し
い
で
す
。 

「
私
も
２
回
流
産
し
た
よ
」

と
話
し
て
く
れ
て
、
同
じ

境
遇
の
人
に
出
会
え
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

友
達
に
流
産
を
し
た
こ
と

を
話
し
て
い
た
ら
、
一
緒

に
泣
い
て
く
れ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

不
育
症
と
は 

Ｑ
＆
Ａ 

～
カ
ラ
ダ
の
こ
と
～ 

Ｑ
＆
Ａ 

～
コ
コ
ロ
の
こ
と
～ 

体
験
談 
不
育
症
情
報 

み
ん
な
の
声 



 

不育症そだってねっと 

メディア掲載情報 
（不育症そだってねっとメンバーが関わったもの） 

不育症そだってねっとは、不

育症の周知と不育症患者に対

する公的支援を求めて活動し

ている市民団体です。 

 

不育症はまだあまり一般的に

知られておらず、治療をせず

に流産や死産を繰り返して悲

しい思いをしている女性が多

くいます。しかし、実は適切

な治療を受ければ８０％以上

の確率で出産にたどり着ける

といわれています。 

 

不育症そだってねっとは、不

育症で悲しい思いをする女性

を一人でも減らしたいと思い、

不育症の周知とサポートを求

めて活動しています。 

詳しくは、ＨＰをご覧下さい。 

www7.ocn.ne.jp/~fuikusho/ 
当団体へのご連絡は 

fuikushou@gmail.com 
（代表工藤） 

4月 4日 ＴＢＳ「Ｎスタ」 
4月 6日 ＮＨＫ「首都圏ネットワーク」 
4月 12日 読売新聞 夕刊 
6月 16日 ハーモニアス茅ヶ崎 
7月 19日 読売新聞 夕刊 
7月 26日 日本経済新聞 夕刊 
 
 

3月 8日 ＮＨＫ「首都圏ネットワーク」 
7月 タウンニュース（川崎区・幸区版） 
8月 タウンニュース（綾瀬市版） 
8月 31日 毎日新聞 
9月 タウンニュース（大和市版） 
9月 3日 神奈川新聞 
9月 25日 産経新聞 
10月 福祉情報誌「福祉タイムス 10月号」 
10月 10日 産経エクスプレス 
11月 4日 ＮＨＫ「ニュースウォッチ９」 
12月 25日 朝日新聞 

２０１１年 

 
 
2月 うだひろえ著「ハッピーママ道」 
2月 毎日新聞取材班著「こうのとり追って」  
2月 9日 青森朝日放送「メッセージ」 
4月 20日 神奈川新聞 
5月 31日 西日本新聞 
11月 21 日 リクルートフリーマガジン「Ｒ２５」 
 
 
 
2月 3日  AERA （朝日新聞出版） 
2月 25日  ジネコ フリーマガジン「jineko.net/」 
3月 20、21 日 神奈川新聞（茅ヶ崎版） 
4月 14日 ＮＨＫ「あさイチ」 
4月 28日 信濃毎日新聞 
5月 10日 赤ちゃんが欲しい 2014 年夏号 
5月 29日 静岡朝日テレビ 

２０１３年 

1月 医薬業界誌「医薬経済 1月号」 
1月 30日 テレビ朝日「テレメンタリー」 
2月 女性雑誌「ＶＥＲＹ ３月号」 
2月 19日 朝日新聞（静岡版） 
2月 21日 毎日新聞 
3月 タウンニュース（横浜版） 
3月 22日 日本テレビ「news every」 
 
 

２０１２年 

２０１４年 

2014年5月現在 

本紙は不育症そだってねっとの HP（http://www7.ocn.ne.jp/~fuikusho/）からもダウンロードできます。 

mailto:fuikushou@gmail.com
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